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我
が
国
の
保
有
す
る
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
六
年
四
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
で
は
、
「
我
が
国
は
、
資
源
の
有
効
利
用
、
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
の
減
容
化
・
有
害
度
低
減
等
の
観
点
か
ら
、
使
用
済
燃
料
を
再
処
理
し
、
回
収
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
等
を

有
効
利
用
す
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
基
本
的
方
針
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
「
具
体
的
に
は
、
安
全
確
保
を
大
前

提
に
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
推
進
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
竣
工
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
工
場
の
建
設
」
な
ど
を
進
め
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
平
和
利
用
を
大
前
提
に
、
核
不
拡
散
へ
貢
献
し
、
国
際
的
な
理
解
を
得
な
が
ら
取
組
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
利

用
目
的
の
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
持
た
な
い
と
の
原
則
を
引
き
続
き
堅
持
す
る
。
こ
れ
を
実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
の
回
収
と
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
を
十
分
に
考
慮
し
つ
つ
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
推
進
等
に
よ
り
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
適
切

な
管
理
と
利
用
を
行
う
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
諸
課
題
は
、
短
期
的
に
解
決
す
る
も
の
で
は
な
く
、
中
長
期
的
な
対
応
を
必
要
と
す

る
。
ま
た
、
技
術
の
動
向
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
、
国
際
情
勢
等
の
様
々
な
不
確
実
性
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
つ
つ
、

「
今
後
の
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
量
と
そ
の
見
通
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
核
燃
料
の
需
要
量
や
使
用
済
燃
料
の
発
生
量
等
と
密

一



接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
要
素
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
状
況
の
進
展
に
応
じ
て
戦
略
的
柔
軟
性
を
持
た
せ
な

が
ら
対
応
を
進
め
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
保
有
す
る
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
に
関
し
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
「
政
府
が
総
合

的
に
勘
案
し
」
対
応
を
進
め
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
国
民
は
理
解
を
深
め
る
術
が
な
い
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

一

現
在
、
我
が
国
が
保
有
す
る
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
は
何
ト
ン
か
。
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

二

こ
れ
ま
で
に
我
が
国
で
使
用
し
た
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
は
何
ト
ン
か
。
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

三

こ
れ
ま
で
我
が
国
で
使
用
し
た
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
、
お
よ
び
、
現
在
、
我
が
国
が
保
有
す
る
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
両
者
は
、
全
て
我

が
国
の
原
子
力
発
電
所
で
使
わ
れ
た
使
用
済
核
燃
料
か
ら
製
造
さ
れ
た
も
の
か
。
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

四

現
在
、
我
が
国
が
保
有
す
る
使
用
済
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
量
は
、
我
が
国
で
使
用
し
た
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
量
と
等
し
い
も
の
か
。

政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


